
長岡京市管理の橋梁で点検支援技術の現場デモを実施しました！

○ 京都府長岡京市の中小路市長及び市職員等を対象に、橋梁点検の新技術のデモを行いまし

た。また、府内自治体職員も対象とした新技術の操作体験や意見交換会を行いました。

○ 新技術の活用は、効率化によるコスト縮減、高度化による品質の向上につながることから、積 
極的な利用を推進しています。

日 時：令和６年２月１日（木） １４：００～１５：３０
場 所：「新坂口橋、新坂口橋歩道橋」
デモ技術：・橋梁等構造物の点検ロボットカメラ

 ・全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
参 加 者 ：中小路長岡京市長、長岡京市職員、府内自治体職員等

（合計約３０名）
報道関係：２社

国土交通省 近畿地方整備局 京都国道事務所 管理第二課
TEL 075-354-8122 （直）

長岡京市 建設交通部 道路河川課
TEL 075-955-9529（直）

国土交通省 近畿地方整備局 近畿道路メンテナンスセンター 技術課
TEL 072-800-6222（代）

問い合わせ先
【中小路市長コメント】
○橋梁等の管理施設が多いが、これらを管理する土木技術者
の確保が各自治体の課題になっていると思う。

○技術の進歩が素晴らしく、カメラの解像度も非常に良い。
○これらの新技術は人員不足という課題への一助にもなる

 と思う。
○各自治体において、本日のデモで得た知見を踏まえ、今後

 の点検への活用に検討いただきたい。

【挨拶】中小路市長 【挨拶】尾崎事務所長

全方向衝突回避センサーを有する小型ドローン技術
の説明を受ける中小路市長

橋梁等構造物の点検ロボットカメラ
の説明を受ける中小路市長

府内自治体職員等の新技術の操作体験状況


